
物理学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Physics

後期課程への進学、または、公的研究・教育機関、産業界における研究開発職。近年の就職先として
は、日本電気・ソニー・キャノンなどが挙げられます。

物理学の素養だけでなく関連学問分野の知識を身に着け、解明・解決すべき問題に科

学的に立ち向かう突破力を身に着け、後期課程において自立した研究を推進できる人材。

宇宙史一貫教育領域では、素粒子・原子核・宇宙の物理学諸分野を宇宙の進化の過

程と捉える視点に基づき、国際的な研究拠点をまたいだ教育システムにより、高い専門性

とともにこれら諸分野を横断する能力を持ち、宇宙史に関して国際的に活躍できる人材。

加速器科学領域では、高エネルギー加速器研究機構のBファクトリー、J-PARC、放射

光科学研究施設などを用いた研究および次世代加速器の開発を行い、将来、加速器分

野で活躍できる人材。

放射光物質科学領域では、放射光施設等（例えば、PF、J-PARC、SPring-8、さらに、

海外の施設）を活用した研究を行い、物質科学の知識・技術に加えて放射光等の知識・

技術の両方を修得し、放射光施設、民間企業で物質開発を推進できる人材。

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または役
立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも問
題を発見することができるか

研究指導科目、他研究室と共同の
演習科目、インターンシップ科目、
修士論文作成（特定課題研究報
告書作成）、学会発表など

研究指導科目、演習科目、他研究
室と共同の演習科目、インターンシ
ップ科目、達成度自己点検、外部
コンテスト等への参加など

研究指導科目、演習科目、研究発
表に関する科目、学会発表など

研究指導科目、演習科目、他研究
室と共同の演習科目、TA経験、チ
ームでのコンテスト参加、学会での
質問、セミナーでの質問など

大学院共通科目（国際性養成科
目群）、語学力養成科目、外国語
の演習科目、国際的な活動を伴う
科目、国外での活動経験、留学生
との交流、TOEIC得点、国際会議
発表、外国人との共同研究など

大学院共通科目、基礎科目、セミ
ナー科目、専門基礎科目

専門基礎科目、専門科目、特別研
究、修士論文、学会発表

大学院共通科目、基礎科目、セミ
ナー科目、専門基礎科目、学会発
表、インターンシップ

特別研究、修士論文

① 大きな課題に対して計画的に対応することがで
きるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力はあ
るか

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュニ
ケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について、その分野だけ
でなく異分野の人にも的確かつわかりやすく説
明することができるか

① 物理学分野の幅広い知識を踏まえて、物理学と
社会との関係を考察できるか

② 自分の専門分野の知識を用いて社会に寄与す
る例を想像できるか

① 物理学分野の基礎的な専門知識を持ち、物理
現象に対して論理的な思考で取り組めるか

② 自身の研究分野の専門知識を習得し、研究を推
進できるか

① 自然界の真理を探究することに情熱を持つか
② 研究に対する取り組みが、科学的かつ真摯なも

のであるか

60



61



 
 

62


